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表紙

第58回 定時株主総会

招集ご通知
　

開催日時

開催場所

決議事項

2026年６月25日（木曜日）午前10時

香川県高松市香西南町455番地の１
当社本社ホール
※末尾の会場ご案内略図をご参照ください。

第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除

く。）５名選任の件
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株主のみなさまへ

証券コード 6832
2 0 2 6 年 ６ 月 ９ 日

株主のみなさまへ
香川県高松市香西南町455番地の１

取締役社長 木 下 和 洋

当社ウェブサイト
　https://www.aoi-electronics.co.jp

も掲載しておりますので、以下よりご確認ください。
東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
　https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

第58回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。

さて、当社第58回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあげ
ます。
本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）につい

て電子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、以下
のウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

（上記ウェブサイトにアクセスいただき、メニューより「ＩＲ情報」「株主の皆さまへ」「株主総
会」「第58回定時株主総会招集ご通知」を順に選択いただき、ご確認ください。）

また、電子提供措置事項は、当社ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）のウェブサイトに

（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「アオイ電子」または
「コード」に当社証券コード「6832」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順
に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認くださ
い。）

なお、当日ご出席されない場合には、インターネットまたは書面により事前に議決権を行使するこ
とができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、2026年６月24日（水曜日）午
後５時10分までに議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。

敬　具

－ 1 －
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株主のみなさまへ

１．日 時 2026年６月25日（木曜日）午前10時
２．場 所 香川県高松市香西南町455番地の１　当社本社ホール

（末尾の会場ご案内略図をご参照ください。）
３．目的事項
報告事項 １．第58期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）

事業報告の内容、連結計算書類の内容ならびに会計監査人および監査等委員会
の連結計算書類監査結果報告の件

２．第58期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）
計算書類の内容報告の件

決議事項
第１号議案
第２号議案

剰余金処分の件
取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件

４． 招集にあたっての決定事項（議決権行使についてのご案内）
⑴書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議案に対する賛否

の表示がない場合は、賛成の表示があったものとしてお取り扱いいたします。
⑵インターネットにより複数回、議決権を行使された場合は、最後に行われた議決権行使を

有効なものとしてお取り扱いいたします。
⑶インターネットと書面（郵送）により重複して議決権を行使された場合は、到着日時を問

わず、インターネットによる議決権行使を有効なものとしてお取り扱いいたします。

     

記

以　上

当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申
しあげます。

なお、電子提供措置事項に修正が生じた場合は、前記インターネット上の当社ウェブサイトおよび
東証ウェブサイトにおいて、その旨、修正前および修正後の事項を掲載させていただきます。

－ 2 －
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議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主のみなさまの大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申し
あげます。議決権を行使する方法は、以下の3つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

 議決権行使書用紙を会場受付に
 ご提出ください。

議決権行使書用紙に議案に対する
賛否をご表示のうえ、切手を貼らず
にご投函ください。

次ページのご案内に従って、議案に
対する賛否をご入力ください。

開催日時 行使期限 行使期限

2026年６月25日（木曜日）
午前10時

2026年６月24日（水曜日）
午後５時10分 到着分まで

2026年６月24日（水曜日）
午後５時10分 入力完了分まで

議決権行使書のご記入方法のご案内
こちらに議案の賛否をご記入ください。

第１号議案

⃝ 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
⃝ 反対する場合 「否」の欄に〇印

第２号議案

⃝ 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印
⃝ 全員反対する場合 「否」の欄に〇印
⃝ 一部の候補者に反対する場合

「賛」の欄に〇印をし、
反対する候補者の番号を
ご記入ください。

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード

※議決権行使書用紙はイメージです。

見 本

－ 3 －
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議決権行使についてのご案内

インターネットによる議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを
入力する方法

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力す
ることなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/

　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

議決権行使書用紙に記載のQRコードを読み取ってください。1

※‌�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード
見 本

見 本

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。3

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パスワー
ド」を入力しクリックしてください。

2

「ログインID・仮パス
ワード」を入力

「ログイン」を
クリック

※操作画面はイメージです。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 ９：00～21：00）

－ 4 －
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事業の状況

（ 2025年 4 月 1 日から
2026年 3 月31日まで ）
事　 業　 報　 告

１．企業集団の現況
⑴　当事業年度の事業の状況

①　事業の経過および成果
当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に個人消費が堅調に推

移したほか、企業収益の改善に伴い設備投資や生産活動にも持ち直しの動きが見られるなど、
全体として緩やかな回復基調で推移いたしました。海外において、米国では個人消費や雇用情
勢が底堅く推移した一方、高金利の継続や金融政策の不確実性、地政学的リスクの高まりが景
気の下振れ要因となっております。中国では、不動産市場の調整や内需の低迷が継続したもの
の、政府主導による先端技術分野への投資を通じた産業高度化の取り組みが進められておりま
す。先行きにつきましては、金融市場の変動やサプライチェーンの混乱、エネルギー価格の動
向に加え、地政学的リスクの長期化や主要国の政策動向など、依然として不透明な状況が続い
ております。

当社グループの属する電子部品業界におきましては、在庫調整の進展に加え、産業機器向け
部品を中心に一部最終製品向け需要の持ち直しが見られるなど、分野によっては市場環境に改
善の兆しが見られております。他方、電気自動車（EV）市場における需要成長の鈍化の影響
を受け車載向け部品を中心に低調な状況が継続しており、業界全体としては本格的な回復には
至っておりません。一方で、生成AIの普及やAI技術の高度化を背景に、データセンターや先
端半導体関連分野における需要は堅調に推移しており、これらの成長分野においては、最先端
プロセスへの対応や高性能・高信頼性を求める技術開発競争が一層激化しております。

このような変化の激しい事業環境のもと、当社グループは高付加価値製品および先端分野向
け製品の開発・拡充を目的とした設備投資および研究開発投資を積極的に実施するとともに、
地政学的リスクの高まりによるサプライチェーン再編への対応を進め、事業構造の最適化と競
争力の強化に取り組んでおります。

このような情勢の中で、当社グループの当連結会計年度の連結売上高は38,323百万円（前
年同期比3,348百万円増、9.6%増）、営業利益は、貴金属をはじめとする原材料価格の高騰に
加え、成長に向けた先端分野への研究開発を積極的に行ったことなどにより306百万円（前年
同期比132百万円減、30.2%減）、経常利益は、受取技術料および為替差益などにより728百
万円（前年同期比309百万円増、73.8%増）、親会社株主に帰属する当期純利益は、減損損失
252百万円を計上したことなどにより70百万円（前年同期比107百万円減、60.6%減）となり
ました。

－ 5 －
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事業の状況

製 品 の 種 類 別 区 分

売 上 高

前 連 結 会 計 年 度 当 連 結 会 計 年 度 前 年 同 期 比 増 減

金 額 構 成 比 金 額 構 成 比 金 額 率
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

集 積 回 路 30,681 87.7 33,874 88.4 3,192 10.4

機 能 部 品 4,264 12.2 4,445 11.6 181 4.2

そ の 他 28 0.1 3 0.0 △25 △88.8

合 計 34,974 100.0 38,323 100.0 3,348 9.6

当社グループの製品の種類別区分ごとの売上高でありますが、集積回路は、携帯情報端末向
け部品や民生機器向け部品の受注が増加したことなどにより33,874百万円（前年同期比3,192
百万円増、10.4%増）となりました。機能部品は、サーマルプリントヘッドの在庫調整が進展
し受注が増加したことにより4,445百万円（前年同期比181百万円増、4.2%増）となりまし
た。

＜製品の種類別区分ごとの売上高＞

②　設備投資の状況
当連結会計年度に実施しました設備投資の総額は11,802百万円であります。その主な内訳

は、先端パッケージなどの新規事業にかかる建物および設備の取得8,746百万円、集積回路お
よび機能部品の自動化等製造用設備の取得2,958百万円であります。

③　資金調達の状況
今後の事業展開における資金需要に対して機動的に資金を調達し、財務基盤を強固にするこ

とにより経営の安定化を図ることを目的にシンジケート方式による実行可能期間付きタームロ
ーン契約を継続しております。当連結会計年度において、8,475百万円の借入と300百万円の
返済を行っております。

④　重要な企業再編等の状況
当連結会計年度において、特記すべき事項はありません。

－ 6 －
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直前３事業年度の財産および損益の状況

区　　分 第 55 期
2023年３月期

第 56 期
2024年３月期

第 57 期
2025年３月期

第 58 期
(当連結会計年度)
2026年３月期

売 上 高 (百万円） 37,231 33,941 34,974 38,323

経 常 利 益 (百万円） 501 △1,287 419 728
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 (百万円） 14 △5,260 178 70

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 (円） 1.25 △439.81 15.90 6.26

総 資 産 (百万円） 57,368 50,134 51,592 62,706

純 資 産 (百万円） 50,537 43,161 42,915 43,245

１ 株 当 た り 純 資 産 額 (円） 4,211.84 3,854.03 3,832.10 3,861.54

区　　分 第 55 期
2023年３月期

第 56 期
2024年３月期

第 57 期
2025年３月期

第 58 期
(当事業年度)

2026年３月期
売 上 高 (百万円） 37,144 33,878 34,922 38,186

経 常 利 益 (百万円） 417 △1,014 158 447

当 期 純 利 益 (百万円） 165 △2,981 △121 △173

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 (円） 13.76 △249.22 △10.87 △15.50

総 資 産 (百万円） 50,643 46,011 46,346 56,722

純 資 産 (百万円） 45,439 39,929 39,197 38,545

１ 株 当 た り 純 資 産 額 (円） 3,786.92 3,565.42 3,500.14 3,441.86

⑵　直前３事業年度の財産および損益の状況
①　企業集団の財産および損益の状況

（注）△は損失を表しております。

②　当社の財産および損益の状況

（注）△は損失を表しております。

－ 7 －



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

2026/05/25 15:47:23 / 25302162_アオイ電子株式会社_招集通知_電子提供措置用

重要な親会社および子会社の状況、対処すべき課題、主要な事業内容

会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

ハ ヤ マ 工 業 ㈱ 90百万円 100.0％ ＩＣのめっき加工

ハ イ コ ン ポ ー ネ ン ツ 青 森 ㈱ 90百万円 100.0％ 半導体（小型ＩＣ等）の製造

青 梅 エ レ ク ト ロ ニ ク ス ㈱ 90百万円 100.0％ 半導体（ウェハーレベルパッケージ
等）の製造

⑶　重要な親会社および子会社の状況
①　親会社の状況

　該当事項はありません。
②　重要な子会社の状況

⑷　対処すべき課題
当社グループは、「革新と創造」を続け、常に前進する企業グループを目指して、以下の経営

戦略により取り組んでまいります。

①　部門の壁を越え、グループの財産である知識・経験・技術を結集して総力で困難に対峙す
る。

②　常に「Speed　is　Power」 を意識し、環境の変化にも迅速に対応する。
③　既存事業における品質・原価・納期を再検証し、顧客に信頼されるモノづくりを徹底する。
④　新工場（多気事業所）での量産の開始と安定的な供給体制を構築する。
⑤　変革の中にあって、顧客の行動・目線に俊敏に対応できる営業体制を築く。
⑥　あらゆる階層における人材の開発と発掘により「稼げる人材」を育成し、評価に連動させ

る。
⑦　既成概念を排し、適正な利益（誇れる利益水準）の確保に向け、会社業務の効率化・省力化

に徹底して取り組む。
⑧　地球・社会に調和した会社経営に取り組む。

事 業 部 門 主 要 製 品

集 積 回 路 ＩＣ、光学センサー、ウェハーレベルパッケージ、ＬＥＤ等

機 能 部 品 プリントヘッド、各種センサー等

⑸　主要な事業内容（2026年３月31日現在）
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主要な営業所および工場、従業員の状況

名 称 所 在 地

本 社 ・ 高 松 工 場 香川県高松市香西南町455番地の１

観 音 寺 工 場 香川県観音寺市吉岡町262番地

東 京 営 業 所 東京都港区港南二丁目16番４号　品川グランドセントラルタワー５Ｆ

朝 日 町 事 業 所 香川県高松市朝日町三丁目５番14号

名 称 所 在 地

ハ ヤ マ 工 業 ㈱ 香川県高松市朝日町三丁目５番14号

ハイコンポーネンツ青森㈱ 青森県北津軽郡鶴田町大字山道字小泉275番地

青梅エレクトロニクス㈱ 東京都青梅市藤橋三丁目３番地の２

⑹　主要な営業所および工場（2026年３月31日現在）
①　当　社

②　連結子会社

従 業 員 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

1,944（222）名 70名減（20名増）

従 業 員 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

1,489（125）名 58名減（６名増） 42.4歳 17.2年

⑺　従業員の状況（2026年３月31日現在）
①　企業集団の従業員の状況

（注）　従業員数は就業員数であり、契約社員は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

②　当社の従業員の状況

（注）　従業員数は就業員数であり、契約社員は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

－ 9 －
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主要な借入先の状況、その他企業集団の現況に関する重要な事項

借 入 先 借 入 額

シ ン ジ ケ ー ト ロ ー ン 9,165百万円

株 式 会 社 阿 波 銀 行 135

株 式 会 社 百 十 四 銀 行 99

株 式 会 社 中 国 銀 行 272

⑻　主要な借入先の状況（2026年３月31日現在）

（注）シンジケートローンは、株式会社三菱ＵＦＪ銀行を幹事とするその他３行からの協調融資によるもので
あります。

⑼　その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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株式の状況

①　発行可能株式総数 40,600,000株
②　発行済株式の総数 12,000,000株
③　株主数 3,906名

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

大 　 西 　 以 知 郎 2,117千株 18.91％

公 益 財 団 法 人  大 西 ・ ア オ イ 記 念 財 団 2,000 17.86

ア オ イ コ ー ポ レ ー シ ョ ン 有 限 会 社 1,150 10.27

西 　 澤 　 知 佐 子 794 7.09

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 350 3.13

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行 株 式 会 社 （ 信 託 口 ） 225 2.01

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行 （ 信 託 口 ） 224 2.00

日 亜 化 学 工 業 株 式 会 社 221 1.98

大 　 西 　 暁 　 子 209 1.87

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 154 1.38

２．会社の現況
⑴　株式の状況（2026年３月31日現在）

④　大株主（上位10名）

（注）１．当社は、自己株式を801,063株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。
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会社役員の状況

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

※ 取 締 役 社 長 木 下 和 洋
ハイコンポーネンツ青森㈱ 取締役(非常勤)
青梅エレクトロニクス㈱ 取締役(非常勤)
公益財団法人 大西・アオイ記念財団 理事長

取 締 役 青 木 良 二 管理本部長
㈱ヴィーネックス 取締役(非常勤)

取 締 役 相 沢 吉 昭 先端パッケージ推進本部長

取 締 役 多 田 光 德 第２生産本部管掌 兼 先端パッケージ推進副本部長

取 締 役 中 尾 正 己 設備開発本部長
ハヤマ工業㈱取締役(非常勤)

取 締 役 （ 常 勤 監 査 等 委 員 ） 古 田 昭 博

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ） 北 山 　 昇

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ） 橋 本 潤 子 神戸大学大学院 法学研究科 教授

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ） 大 平 文 和 香川大学名誉教授 客員教授

⑵　会社役員の状況
①　取締役の状況（2026年３月31日現在）

（注）１. ※印は代表取締役であります。
２. 2025年６月26日開催の第57回定時株主総会において、多田光德氏および中尾正己氏は取締役（監査

等委員を除く。）に選任され就任いたしました。
３. 2025年６月26日開催の第57回定時株主総会において、大平文和氏は取締役（監査等委員）に選任さ

れ就任いたしました。
４. 取締役（常勤監査等委員） 古田昭博氏、ならびに取締役（監査等委員）北山 昇氏、橋本潤子氏およ

び大平文和氏は社外取締役であります。
５. 取締役（監査等委員） 北山 昇氏は、税理士資格を有しており、財務および会計に関する相当程度の

知見を有しております。
６. 監査等委員会の監査・監督機能を強化し、取締役（監査等委員を除く。）からの情報収集、重要な社

内会議における情報共有および内部監査部門と監査等委員会との十分な連携を可能とするため、古田
昭博氏を常勤監査等委員として選定しております。

７. 取締役（常勤監査等委員） 古田昭博氏、ならびに取締役（監査等委員）北山 昇氏、橋本潤子氏およ
び大平文和氏は、いずれも東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしており、独立役員
として同取引所に届け出ております。

８. 2025年６月26日開催の第57回定時株主総会終結の時をもって、福田一幸氏および森糸繁樹氏は取締
役を退任いたしました。
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会社役員の状況

区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 を 除 く ） 6名 99百万円

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ） 5 23

合 計 11 122

②　役員等賠償責任保険契約の内容の概要
　当社は、当社および当社子会社のすべての取締役および監査役を被保険者として、会社法第
430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。
　当該保険契約では、被保険者である役員等がその職務の執行に関し責任を負うこと、また
は、当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害について填補する
こととされています。ただし、法令違反の行為のあることを認識して行った行為に起因して生
じた損害は填補されないなど、一定の免責事由があります。
　なお、当該契約の保険料は全額当社が負担しております。

③　取締役の報酬等
イ．当事業年度に係る報酬等の総額

（注）１. 取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額は、2019年６月26日開催の第51回定時株主総会におい
て、年額360百万円以内と決議いただいております。当該定時株主総会終結時点の取締役（監査等委
員を除く）の員数は６名です。

２. 取締役（監査等委員）の報酬限度額は、2019年６月26日開催の第51回定時株主総会において、年額
54百万円以内と決議いただいております。当該定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員）の員数
は４名です。

３. 上表には、2025年６月26日開催の第57回定時株主総会終結の時をもって退任した取締役２名（監査
等委員を除く１名および監査等委員１名）を含んでおります。

４. 取締役（監査等委員）の全員が社外役員であります。

ロ．取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項
　当社は、企業価値の持続的な向上を図り、業績向上に対するインセンティブとして有
効に機能する報酬体系を構築すべく、取締役の個人別報酬等の決定方針（以下、「決定
方針」という）を2021年２月９日開催の取締役会において決定方針を決議いたしまし
た。当該取締役会の決議に際しては、あらかじめ決議する内容について監査等委員会に
諮問し、答申を得ております。
　取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の内容は次のとおりです。
1)基本方針
　当社の取締役の報酬は、当社グループの企業理念のもと、経営の基本方針に基づき、
様々なステークホルダーの価値創造に資する経営の実現と当社グループの持続的かつ安
定的な成長による企業価値向上を図るため、取締役が役割を最大限発揮するためのイン
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会社役員の状況

センティブとして機能すると同時に、当社の業績や社会情勢等も踏まえたうえで、取締
役が果たすべき責任やその成果に対する対価として支給する。
2)基本報酬の個人別報酬額等の決定に関する方針
　当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の基本報酬は、株主総会で決議さ
れた報酬限度額の範囲内において決定するものとし、従業員給与とのバランス、役職ご
との役割や責任範囲、在任期間の業績と成果等を勘案し支給される月例の報酬および当
社の業績や株主還元を勘案し毎年一定の時期に支給される賞与とする。
　監査等委員である取締役の報酬は、月例の報酬のみとし、株主総会で決議された報酬
限度額の範囲内において、個々の職務と責任に応じて監査等委員会の決議により決定す
るものとする。
3)個人別報酬等の内容についての決定に関する事項
　取締役（監査等委員である取締役を除く。）の個人別報酬額については、取締役会決
議に基づき代表取締役がその具体的内容の決定について委任を受けるものとし、その権
限の内容は、株主総会で決議された報酬限度額の範囲内において、当社の業績を勘案し
たうえで各取締役の職務・職責・成果などの評価をもとに各取締役の基本報酬額を決定
することとする。
　委任を受けた代表取締役は、当該権限の透明性および客観性を確保するため、過半数
が社外取締役で構成される監査等委員会に個人別報酬額に係る原案を諮問し答申を得た
うえで、その内容を尊重し取締役（監査等委員である取締役を除く。）の個人別報酬額
を決定するものとする。

ハ．取締役の個人別の報酬等の決定に係る委任に関する事項
　当事業年度においては、2025年６月26日開催の取締役会において代表取締役である取
締役社長 木下和洋氏に取締役（監査等委員である取締役を除く。）の個人別報酬額の具
体的内容の決定を委任する旨の決議をしております。その権限の内容は、株主総会で決
議された報酬限度額の範囲内において、当社の業績を勘案したうえで各取締役の職務・
職責・成果などの評価をもとに各取締役の基本報酬額を決定することであり、これらの
権限を委任した理由は、当社全体の業績を俯瞰しつつ各取締役の担当事業の評価を行う
には代表取締役が最も適しているからであります。当該権限が代表取締役によって適切
に行使されるよう、過半数が社外取締役で構成される監査等委員会に原案を諮問し答申
を得ております。
　これらの手続きを経て取締役の個人別の報酬額が決定されていることから、取締役会
はその内容が決定方針に沿うものであり、相当であると判断しております。

④　社外役員に関する事項
イ．他の法人等の重要な兼職の状況および当社と当該他の法人等との関係

　取締役（監査等委員）である橋本 潤子氏は、神戸大学大学院 法学研究科 教授であり
ますが、当社と同大学大学院との間には特別の利害関係はありません。
　取締役（監査等委員）である大平 文和氏は、香川大学名誉教授 客員教授であります
が、当社と同大学との間には特別の利害関係はありません。
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会社役員の状況

地 位 氏 名 主 な 活 動 状 況

取 締 役
（ 常 勤 監 査 等 委 員 ） 古 田 昭 博

　当事業年度中に開催した取締役会20回、監査等委員会
17回のすべてに出席いたしました。主にコンプライアン
ス、リスク管理、組織管理等に対する監督や意見陳述を
期待しており、取締役会において当該視点から必要な発
言を適宜行うなど、当社の社外取締役として適切な役割
を果たしております。

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ） 北 山 　 昇

　当事業年度中に開催した取締役会20回、監査等委員会
17回のすべてに出席いたしました。主に税務等に対する
監督や意見陳述を期待しており、取締役会において当該
視点から必要な発言を適宜行うなど、当社の社外取締役
として適切な役割を果たしております。

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ） 橋 本 潤 子

　当事業年度中に開催した取締役会20回のすべてに出席
し、監査等委員会17回のうち16回に出席いたしました。
主に企業法務等に対する監督や意見陳述を期待してお
り、取締役会において当該視点から必要な発言を適宜行
うなど、当社の社外取締役として適切な役割を果たして
おります。

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ） 大 平 文 和

　2025年６月26日就任以降、当事業年度中に開催した取
締役会14回、監査等委員会11回のすべてに出席いたしま
した。主に技術戦略等に対する監督や意見陳述を期待し
ており、取締役会において当該視点から必要な発言を適
宜行うなど、当社の社外取締役として適切な役割を果た
しております。

ロ．当事業年度における主な活動状況

ハ．責任限定契約の内容の概要
　当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、会社法第423条第１項の損害賠償責任を
限定する契約を締結することができる旨を定款に規定しており、各社外取締役との間で責
任限定契約を締結しております。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、社外取締役が、その職務を行うにつき善意
で重大な過失がないときは、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額としておりま
す。
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会計監査人の状況

報 酬 等 の 額

・当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 32百万円
・当社および子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の
財産上の利益の合計額

32百万円

⑶　会計監査人の状況
①　名称　　　　　　　　　　監査法人ラットランド
②　報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく
監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度
に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２. 監査等委員会は、前事業年度の監査計画と実績の比較、監査日数および報酬額の推移を確認し
たうえで、当該事業年度の監査予定日数、報酬額の妥当性等を検討した結果、会計監査人の報
酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行っております。

③　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　当社の監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当し、適正
な監査の遂行が困難であると認められる場合には、監査等委員全員の同意に基づき当該会計監
査人を解任いたします。
　また、当社の監査等委員会は、会計監査人の独立性、専門性、信頼性、効率性等を評価し、
より適切な監査を期待できる会計監査人の選任が必要と判断した場合は、当該会計監査人の解
任または不再任に関する株主総会議案の内容を決定いたします。
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業務の適正を確保するための体制

⑷　業務の適正を確保するための体制
内部統制システムの基本方針の当社取締役会決議の内容は以下のとおりであります。

　当社は、会社法および会社法施行規則に基づき、当社および子会社（以下、「当社グループ」
という）の業務の適正性、有効性・効率性の確保とリスクの管理につとめ、社会情勢の変化に応
じた体制を整備し、その充実を図る。
①　取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
　イ. 事業活動遂行の指針である「アオイ電子行動憲章」を当社グループ全員に周知し、常に法

令および企業倫理の遵守、適正なる事業活動の遂行を徹底する。
　ロ. 取締役会は、法令および定款等の遵守のための体制を含む「内部統制システムの基本方

針」を決定し、その実施状況を監督するとともに、適宜、基本方針の見直しを行う。
　ハ. 監査等委員会は、独立した立場から内部統制システムの構築と運用状況を監査する。
　ニ. 「コンプライアンス推進委員会」の下、コンプライアンス体制の維持・向上を図り、実効

性を確保する。
　ホ. 社内外からのコンプライアンスに関する情報を「相談窓口」で受付け対応する。また、通

報者は何ら不利益を被らないことを担保する。
②　取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
　イ. 法令、「情報セキュリティ基本方針」および関連する社内規程に基づき、取締役の職務の

執行に係る情報の作成・保存・保護・管理の体制を整備する。この管理体制の下、取締役
の職務執行に係る情報については、必要に応じて閲覧、謄写可能な状態に置く。

　ロ. 「情報セキュリティ委員会」の下、情報セキュリティの体制、管理の維持・向上と情報の
有効活用を図る。

③　損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　イ. 「リスク管理基本方針」に基づき、関連する社内規程を整備し、当社グループの危機管理

の体制整備および運用を図る。
　ロ. 「リスク管理委員会」の下、当社グループを取り巻くリスクを統括管理し、危機管理体制

の維持・向上を図る。
④　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　イ. 取締役会は中期経営目標を定め、それを具現化するために事業年度、部門毎の事業計画を

策定するとともに、その達成に向けて職務を遂行し、取締役会がその実績管理を行う。
　ロ. 執行役員会議、経営会議等において経営に関する意思伝達、業務執行状況の報告、情報交

換、重要な事項の審議を成し、経営環境の変化に即応できる効率的な管理体制の整備・運
用を図る。

－ 17 －
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業務の適正を確保するための体制

　ハ. 組織および職務に関する社内規程の整備・運用により、職務分掌、職務権限、職務責任の
明確化を図り、迅速な意思決定と業務遂行を確保する。

⑤　当社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
　イ. 「アオイ電子行動憲章」に基づき、子会社の諸規律・規程およびコンプライアンス体制の

整備・運用を推進し、法令および企業論理の遵守、適正なる事業活動遂行を子会社に周知
徹底する。

　ロ. 子会社へ役員を派遣し、業務執行を監督・監査する。
　ハ. 子会社の主体的な経営意思を尊重しつつ、関係会社管理に関する社内規程に基づく事業、

財務、その他重要事項についての決裁および報告制度の整備・運用により、業務執行を管
理する。

　ニ. 子会社のリスクは当社グループのリスクと捉え、危機管理に関する規程および体制の整
備・運用を促し、当社グループでの情報の共有を図る。

　ホ. 子会社においても事業計画および予算を策定し、達成に向けた実績管理により効率的な業
務執行を図る。

　へ. 子会社に対して監査を実施し、統制の整備・運用状況を評価し維持・向上を促す。
⑥　当社監査等委員会がその職務の補助をすべき使用人を置くことを求めた場合における当該使

用人に関する事項、当該使用人の監査等委員以外の取締役からの独立性に関する事項および当
該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

　イ. 監査等委員会がその職務を補助する使用人を置くことを求めた場合、取締役会は監査等委
員会と協議の上、監査等委員会を補助すべき使用人を置くものとする。

　ロ. 監査等委員会を補助すべき使用人の任命、異動、評価、指揮命令権限等は、監査等委員会
の事前の同意を得るものとし、当該使用人の監査等委員以外の取締役からの独立性と指示
の実効性を確保する。

⑦　当社グループの取締役および使用人等ならびに当社子会社の監査役が、当社監査等委員会に
報告するための体制および監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　イ. 当社グループの取締役および使用人等ならびに当社子会社の監査役は、当社および子会社
の業務および業績に影響を与える重要な事項、法令違反等の不正行為、重大な不当行為に
ついては、監査等委員会に速やかに報告するものとする。また、監査等委員会は、前記に
かかわらず必要に応じて当社グループの取締役および使用人等ならびに当社子会社の監査
役に対して報告を求めることができる。

　ロ. 監査等委員会に報告を行った当社グループの取締役および使用人等ならびに当社子会社の
監査役に対し、当該報告を行ったことを理由として何ら不利益を被らないことを担保す
る。
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業務の適正を確保するための体制

　ハ. 監査等委員会は、定期的に代表取締役と意見交換を行うとともに、会計監査人や内部監査
室とそれぞれ情報の交換を行うなど緊密な連携を図る。

　ニ. 監査等委員会から、その職務の執行について生ずる費用等の請求があった場合には、当該
費用等が監査等委員の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、これに応じるも
のとする。

⑧　財務報告の信頼性を確保するための体制
　金融商品取引法の定めに従い、財務報告に係る内部統制が有効かつ適切に行われる体制を
整備・運用し、その状況を定期的に評価して内部統制の有効性・適切性の維持改善に努め
る。

⑨　反社会的勢力を排除するための体制
　市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力および団体とは一切の関係を遮断し、

警察および弁護士等の外部関係機関と連携し、毅然とした態度で組織的に対応する。

⑸　業務の適正を確保するための体制の運用状況
当社の業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、以下のとおりであります。

①　コンプライアンスに対する取り組みについて
当社は、全役職員の行動規範である「アオイ電子行動憲章」をコンプライアンスの根幹に据

え、その遵守を徹底しております。全役職員へ「コンプライアンスカード」を配布すること
で、常に規範を意識し、自律的な判断を促す体制を構築しています。また、ハラスメント防止
や個人情報保護など、経営上の重要課題をテーマとした継続的な研修を実施し、倫理観の浸透
とコンプライアンス意識の定着を図ることで、健全な組織文化の維持・発展に努めておりま
す。

②　業務執行の適正性の確保に対する取り組みについて
業務執行の適正性を確保するため、当社は毎月開催する定例取締役会等において、経営上の

重要事項に関する迅速かつ適切な意思決定を行うとともに、取締役および執行役員の業務執行
状況について多面的な観点から監督を実施しております。また、社長直轄の内部監査室は、年
間監査計画に基づき各部門に対する内部監査を実施しており、その監査結果および改善提案に
ついては、社長ならびに監査等委員会へ適時かつ適切に報告されております。
財務報告に係る内部統制につきましては、財務情報の信頼性および適正性を確保する観点か

ら、会計監査人、内部監査室および監査等委員会が相互に連携し、それぞれの専門的知見を活
用した監査を実施しております。
さらに、子会社に対しては、事業計画および予算の策定・進捗管理を通じて経営状況を適切
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業務の適正を確保するための体制

（注）この事業報告に記載の金額および株式数は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。

に把握するとともに、当社から役員を派遣することにより、グループ全体としてのガバナンス
体制の強化を図っております。これにより、子会社における業務執行の適正性および効率性の
確保に努めております。

③　損失の危険の管理に対する取り組みについて
イ. 「情報セキュリティ委員会」

　当社グループは、巧妙化・高度化するサイバー攻撃および情報漏洩リスクへの対応とし
て、情報セキュリティ向上クラウドサービスを通じた従業員教育を実施いたしました。特
に、社会的問題となっているランサムウェアの手口や生成AIの適正利用に関する啓蒙を行
い、実際のインシデント事例を交えた実効性の高い教育に注力しております。
また、生成AIの業務利用拡大に伴い「生成AI利用ガイドライン」を策定し、情報の安全

管理と効率的な活用の両立を図る運用体制を構築いたしました。引き続き、外部からの攻
撃に対する防御知識のアップデートに加え、ヒューマンエラーやルール違反、内部不正と
いった人的脅威に対する意識醸成を継続し、全社的な情報セキュリティレベルの維持・向
上に取り組んでまいります。

ロ. 「リスク管理委員会」
　リスク管理委員会を中心に、事業運営に伴う諸リスクを網羅的に抽出・分析し、その影
響度を精緻に評価したうえで、最適解となる防壁を構築しております。リスクを未然に防
ぐ「予見的統制」と、発生時の影響を最小化する「事後的対応」を深化させ、持続的な事
業成長を支える盤石な基盤を整備してまいります。

ハ. 経営の根幹に関わる重要事項は、執行役員会議および経営会議にて月次で深度ある審議を
重ねております。業務の機動力向上とリスク管理の厳格化を並行して推進し、健全かつ公
正な経営体質の維持に努めております。

④　監査等委員会監査が実効的に行われることに対する取り組みについて
監査等委員会は、独立社外取締役である監査等委員４名（うち常勤１名）で構成されてお

り、原則毎月１回開催の監査等委員会において、各監査等委員から監査に関する重要事項の報
告を受け、協議・決議を行っています。また、監査の実効性を高めるため、会計監査人、内部
監査室と定期的な情報・意見交換を行っています。
監査等委員は、取締役会、執行役員会議等重要な会議に出席するとともに、監査方針、監査

の分担等に従い、定期的な経営者ヒアリングの実施、稟議書、契約書等重要書類の閲覧等を行
っています。
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連結貸借対照表

（2026年３月31日現在）
（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
電 子 記 録 債 権
有 価 証 券
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 及 び 構 築 物
機 械 装 置 及 び 運 搬 具
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
退 職 給 付 に 係 る 資 産
繰 延 税 金 資 産
そ の 他　

33,637,275
16,346,710
7,589,605
2,511,915
1,000,000

95,492
1,299,899
3,522,946

96,574
1,174,130

29,068,962
22,221,628
6,630,696
1,909,006
254,806

4,355,075
93,781

8,978,261
335,905

6,511,428
3,121,346
3,021,812
118,202
250,066　

流 動 負 債 8,547,008
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 1,577,933
電 子 記 録 債 務 632,963
短 期 借 入 金 200,000
１年内返済予定の長期借入金 1,992,666
リ ー ス 債 務 37,862
未 払 金 2,570,993
未 払 法 人 税 等 106,108
賞 与 引 当 金 672,845
そ の 他 755,634

固 定 負 債 10,914,036
長 期 借 入 金 7,478,833
リ ー ス 債 務 74,540
繰 延 税 金 負 債 1,113,786
退 職 給 付 に 係 る 負 債 24,829
資 産 除 去 債 務 28,189
圧 縮 未 決 算 特 別 勘 定 2,166,666
そ の 他 27,191

負 債 合 計 19,461,045
純 資 産 の 部

株 主 資 本 41,250,520
資 本 金 4,545,500
資 本 剰 余 金 5,790,950
利 益 剰 余 金 32,875,499
自 己 株 式 △1,961,429

その他の包括利益累計額 1,994,672
その他有価証券評価差額金 431,652
退職給付に係る調整累計額 1,563,019

純 資 産 合 計 43,245,192
資 産 合 計 62,706,238 負 債 ・ 純 資 産 合 計 62,706,238

連 結 貸 借 対 照 表

（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書

（2025年 4 月 1 日から
2026年 3 月31日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 38,323,311
売 上 原 価 32,228,656
売 上 総 利 益 6,094,654

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 5,788,298
営 業 利 益 306,356
営 業 外 収 益

受 取 利 息 51,961
受 取 配 当 金 58,514
為 替 差 益 101,808
受 取 賃 貸 料 37,486
受 取 補 償 金 23,426
受 取 技 術 料 238,806
そ の 他 67,470 579,475

営 業 外 費 用
支 払 利 息 78,490
支 払 補 償 費 8,699
貸 与 資 産 減 価 償 却 費 33,140
持 分 法 に よ る 投 資 損 失 1,333
そ の 他 35,846 157,510

経 常 利 益 728,320
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 901
投 資 有 価 証 券 売 却 益 6,520 7,421

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 44,510
固 定 資 産 除 却 損 160,352
投 資 有 価 証 券 評 価 損 357
減 損 損 失 252,118 457,338

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 278,404
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 52,175
法 人 税 等 調 整 額 156,099 208,274
当 期 純 利 益 70,129
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 70,129

連 結 損 益 計 算 書

（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書

（2025年 4 月 1 日から
2026年 3 月31日まで）

（単位：千円）
株　主　資　本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当 連 結 会 計 年 度 期 首 残 高 4,545,500 5,790,950 33,410,113 △1,961,370 41,785,193
当 連 結 会 計 年 度 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △604,743 △604,743
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 70,129 70,129

自 己 株 式 の 取 得 △59 △59
株主資本以外の項目の連結
会 計 年 度 変 動 額 ( 純 額 )

当 連 結 会 計 年 度 変 動 額 合 計 － － △534,613 △59 △534,673
当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 4,545,500 5,790,950 32,875,499 △1,961,429 41,250,520

その他の包括利益累計額
純資産合計その他有価証券

評価差額金
退職給付に係る

調整累計額
その他の包括利益

累計額合計
当 連 結 会 計 年 度 期 首 残 高 305,972 824,394 1,130,366 42,915,559
当 連 結 会 計 年 度 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △604,743
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 70,129

自 己 株 式 の 取 得 △59
株主資本以外の項目の連結
会 計 年 度 変 動 額 ( 純 額 ) 125,680 738,625 864,306 864,306

当 連 結 会 計 年 度 変 動 額 合 計 125,680 738,625 864,306 329,633
当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 431,652 1,563,019 1,994,672 43,245,192

連結株主資本等変動計算書

（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結注記表

建物及び構築物  5 ～38年
機械装置及び運搬具  4 ～12年
工具、器具及び備品  2 ～ 4 年

連結注記表
１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

⑴　連結の範囲に関する事項
連結子会社の状況
・連結子会社の数 ３社
・連結子会社の名称 ハヤマ工業㈱

ハイコンポーネンツ青森㈱
青梅エレクトロニクス㈱

⑵　持分法の適用に関する事項
持分法を適用した関連会社の状況
・持分法適用の関連会社数 １社
・関連会社の名称 ㈱ヴィーネックス

⑶　連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の事業年度末日と連結会計年度末日は一致しております。

⑷　会計方針に関する事項
①　重要な資産の評価基準および評価方法

イ．有価証券
満期保有目的の債券
　　償却原価法（定額法）を採用しております。
その他有価証券
・市場価格のない株式等以外のもの

　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）を採用
しております。

・市場価格のない株式等
　移動平均法による原価法を採用しております。

ロ．棚卸資産
主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法により算定）を採用しております。
②　重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産 　定率法を採用しております。
（リース資産を除く） 　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
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連結注記表

ロ．無形固定資産 　定額法を採用しております。
（リース資産を除く） 　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

　　自社利用のソフトウェア　　社内における利用可能期間（５年）
ハ．リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用して
おります。

③　重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特
定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金
従業員の賞与の支給に充てるため、将来の支給見込額の当連結会計年度負担額を計上しておりま

す。
④　退職給付に係る会計処理の方法

イ．退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法に

ついては、期間定額基準によっております。
ロ．数理計算上の差異および過去勤務費用の費用処理方法

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の
一定の年数（主として15年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費
用処理しております。

過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主と
して15年）による定額法により費用処理しております。

ハ．小規模企業等における簡便法の採用
一部の連結子会社は退職給付に係る負債および退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都

合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。
⑤　重要な収益および費用の計上基準

　主要な事業における主な履行義務の内容は、顧客との間に締結した販売契約に基づき、財又はサー
ビスを顧客に提供することであります。
　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用しており、約
束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込
まれる金額で収益を認識しております。
　なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又
は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間
が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。また、代理人として行われる取引
については、純額で収益を認識しております。さらに、有償支給取引により得意先から支給される原
材料については、加工費相当額のみを純額で収益として表示しております。
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連結注記表

有形固定資産 22,221,628千円
無形固定資産 335,905千円
減損損失 252,118千円

⑥　重要な外貨建の資産または負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、連結会計年度末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益と

して処理しております。

２．会計上の見積りに関する注記
⑴　繰延税金資産の回収可能性
　①　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

繰延税金資産　　118,202千円
なお、上記の繰延税金資産は繰延税金負債と相殺後の金額を表示しております。

　②　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　　イ　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出方法

　繰延税金資産は「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 
2018年2月16日）に定める会社分類に基づき、当連結会計年度末における将来減算一時差異および税
務上の繰越欠損金に対して、将来の収益力に基づく課税所得の見積りおよびタックス・プランニング
等に基づいて将来の税金を軽減する効果を有すると認められる範囲で認識しております。

　　ロ　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出に用いた主要な仮定
　課税所得は取締役会の承認を得た利益計画に基づいて見積っておりますが、この利益計画は製品の
売上高、売上原価、販売費及び一般管理費等に一定の仮定を置いており、半導体を中心とする電子部
品業界の需要動向や顧客の在庫調整、為替相場の変動リスク、海外の地政学リスク等の影響を受ける
ため、その仮定には不確実性を伴います。

　　ハ　翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
　繰延税金資産の回収可能性は将来の課税所得の見積りに依存するため、その見積りの前提とした仮
定や判断に変更が生じた場合、翌連結会計年度において繰延税金資産の金額に重要な影響を与える可
能性があります。

⑵　固定資産の減損
　①　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

②　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
イ　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出方法

主に工場の製品群を基本単位としてグルーピングした資産または資産グループの営業活動から
生じる損益が継続してマイナスとなっている、または継続してマイナスとなる見込みの場合等に
減損の兆候があると判断しております。減損の兆候のある資産または資産グループについて減損
損失が認識された場合には、その帳簿価額を回収可能価額（正味売却価額と将来キャッシュ・フ
ローの現在価値のいずれか高い方の金額）まで減額しております。

ロ　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出に用いた主要な仮定
将来キャッシュ・フローは取締役会の承認を得た利益計画に基づいて見積っておりますが、こ
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連結注記表

⑴　有形固定資産の減価償却累計額および減損損失累計額 71,914,502千円

土地 900,000千円
建設仮勘定 6,500,000千円
　計 7,400,000千円

一年内返済予定の長期借入金 1,866,666千円
長期借入金 7,298,333千円
　計 9,165,000千円

の利益計画は製品の売上高、売上原価、販売費及び一般管理費等に一定の仮定を置いており、半
導体を中心とする電子部品業界の需要動向や顧客の在庫調整、為替相場の変動リスク、海外の地
政学リスク等の影響を受けるため、その仮定には不確実性を伴います。

また、建物および土地の正味売却価額については不動産鑑定評価額により評価しております
が、前提となった対象物件周辺の不動産市況の変化等の影響を受けるため、その仮定には不確実
性を伴います。

ハ　翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
減損の兆候ならびに減損損失の認識の判定および測定は利益計画や市場環境の変化に依存する

ため、その見積りの前提とした仮定や判断に変更が生じた場合、翌連結会計年度において減損損
失の追加計上が必要となる可能性があります。

３．連結貸借対照表に関する注記

⑵　財務制限条項
　当社は、2025年３月26日付で取引銀行によるシンジケートローン契約（契約総額15,000,000千円）を
締結しております。この契約には、以下の財務制限条項が付されております。
・各年度の決算期の末日における連結貸借対照表における純資産の部の金額を、当該決算期の直前の決算

期の末日、または2024年３月に終了する決算期の末日のいずれか大きい方の75％の金額以上に維持す
ること。

・各年度の決算期に係る連結損益計算書上の経常損益および減価償却費の合計金額に関して、２期連続し
てマイナスの金額としないこと。

⑶　担保に供している資産および担保に係る債務
①担保資産の内容およびその金額

②担保に係る債務の金額
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連結注記表

場　所 用　途 種　類 減損損失（千円）

アオイ電子㈱
香川県高松市

事業用資産
（半導体生産設備等）

機械装置及び運搬具、工
具、器具及び備品、建設
仮勘定、リース資産、ソ
フトウェア

229,174

アオイ電子㈱
香川県観音寺市

事業用資産
（半導体生産設備等）

機械装置及び運搬具、工
具、器具及び備品、建設
仮勘定、リース資産

22,944

合　計 252,118

４．連結損益計算書に関する注記
当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

⑴　減損損失を認識した資産グループの概要

⑵　減損損失の認識に至った経緯
　アオイ電子㈱の高松工場および観音寺工場の半導体部門の営業活動から生じる損益が継続してマイナス
となっている、または継続してマイナスとなる見込みであり、減損の兆候が認められました。また、これ
らの資産グループについて減損損失が認識されたため、固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額して
おります。

⑶　減損損失の金額
　減損損失の内訳といたしましては、機械装置及び運搬具153,592千円、工具、器具及び備品56,589千
円、建設仮勘定20,906千円、リース資産12,426千円、ソフトウェア8,604千円であります。

⑷　資産のグルーピングの方法
　主に工場の製品群を基本単位としてグルーピングしております。

⑸　回収可能価額の算定方法
　当該資産グループの回収可能価額は、正味売却価額と将来キャッシュ・フローの現在価値のいずれか高
い方の金額としています。なお、正味売却価額については、処分見込額により評価しております。
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株 式 の 種 類 当 連 結 会 計 年 度
期 首 の 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
増 加 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
減 少 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
末 の 株 式 数

普 通 株 式 12,000,000株 －株 －株 12,000,000株

株 式 の 種 類 当 連 結 会 計 年 度
期 首 の 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
増 加 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
減 少 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
末 の 株 式 数

普 通 株 式 801,033株 30株 －株 801,063株

決　議 株式の種類 配当金の総額
（千円）

1株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2025年６月26日
定時株主総会 普通株式 324,770 29 2025年３月31日 2025年６月27日
2025年10月31日
取締役会 普通株式 279,973 25 2025年９月30日 2025年12月１日

決議予定 株式の種類 配当金の総額
（千円） 配当の原資 1株当たり

配当額(円) 基準日 効力発生日
2026年６月25日
定時株主総会 普通株式 324,769 利益剰余金 29 2026年３月31日 2026年６月26日

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記
⑴　発行済株式の種類および総数に関する事項

⑵　自己株式の種類および株式数に関する事項

⑶　剰余金の配当に関する事項
①　配当金支払額

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
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連結注記表

６．金融商品に関する注記
⑴　金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針
当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金を主に銀行借入により調達しております。一時

的な余資は主に流動性の高い金融資産で運用し、また、短期的な運転資金を銀行借入により調達しており
ます。

②　金融商品の内容およびそのリスク
営業債権である受取手形及び売掛金、電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されております。なお、

外貨建ての営業債権および預金は、為替の変動リスクに晒されております。
有価証券は、合同運用指定金銭信託であり、信託財産の運用成果によるリスクに晒されております。
投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式、地方債および社債であり、市場価格の変動リ

スクに晒されております。
営業債務である支払手形及び買掛金、電子記録債務は、そのほとんどが４カ月以内の支払期日でありま

す。一部の外貨建てのものについては、為替の変動リスクに晒されておりますが、同じ外貨建ての売掛金
の残高の範囲内にあります。

借入金およびファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に運転資金および設備投資に係る資金
調達を目的としたものであり、償還日は最長で決算日後６年であります。

③　金融商品に係るリスク管理体制
イ．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社は、販売管理規程に従い、営業債権について、営業部が主要な取引先の状況を定期的にモニタリ
ングし、取引相手ごとに期日および残高を管理するとともに、財務状況の悪化等による回収懸念の早期
把握や軽減を図っております。

ロ．市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
　当社は、外貨建ての預金および債権に係る為替の変動リスクに対するヘッジを目的として「経理規
程」に基づき先物為替予約のみを行うこととしておりますが、当連結会計年度においては先物為替予約
の締結はありません。また、有価証券および投資有価証券については、経理部が定期的に時価や発行体
の財務状況等を把握し、保有状況を継続的に見直しております。

ハ．資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク)の管理
　当社は、各部署からの報告に基づき経理部が適時に資金繰り計画を作成・更新するとともに、手許流
動性の維持などにより流動性リスクを管理しております。

④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することに
より、当該価額が変動することがあります。
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連結貸借対照表計上額
（千円） 時価（千円） 差額（千円）

⑴　投資有価証券 1,057,838 1,045,174 △12,664
　資産計 1,057,838 1,045,174 △12,664
⑴　長期借入金 9,471,500 8,718,803 △752,696
⑵　リース債務 112,403 106,175 △6,227
　負債計 9,583,903 8,824,979 △758,923

区　分 連結貸借対照表計上額(千円)

非上場株式 2,063,507

⑵　金融商品の時価等に関する事項
　2026年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のとおりであ
ります。なお、現金は注記を省略しており、預金、受取手形及び売掛金、電子記録債権、有価証券（合同運
用指定金銭信託）、支払手形及び買掛金、電子記録債務、短期借入金、未払金、未払法人税等は短期間で決
済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

（注）市場価格のない株式等は、「⑴投資有価証券」に含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対照表
　　　計上額は以下のとおりであります。

⑶　金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性および重要性に応じて、以下の３つのレベ

ルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時
　　　　　　　　価の算定の対象となる資産または負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算
　　　　　　　　定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ

れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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区分
時価(千円)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
　その他有価証券
　　株式 857,838 － － 857,838

区分
時価(千円)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
　満期保有目的の債券
　　地方債
　　社債

－
－

97,526
89,810

－
－

97,526
89,810

資産計 － 187,336 － 187,336
長期借入金 － 8,718,803 － 8,718,803
リース債務 － 106,175 － 106,175

負債計 － 8,824,979 － 8,824,979

①時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

②時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

（注）時価の算定に用いた評価技法および時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券

上場株式、地方債および社債は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で
取引されているため、その時価をレベル１の時価に分類しております。一方で、当社が保有して
いる地方債および社債は、市場での取引頻度が低く、活発な市場における相場価格とは認められ
ないため、その時価をレベル２の時価に分類しております。

長期借入金およびリース債務
これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間および信用リスクを加味した利率を

基に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

７．賃貸等不動産に関する注記
賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、注記を省略しております。
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製品及びサービス
合計

集積回路 機能部品 その他
日本 33,287,788 1,868,706 3,158 35,159,653
アジア 573,771 2,498,734 － 3,072,505
米州 4,650 47,247 － 51,898
欧州 8,222 31,031 － 39,254
顧客との契約から生じ
る収益 33,874,433 4,445,720 3,158 38,323,311

その他の収益 － － － －
外部顧客への売上高 33,874,433 4,445,720 3,158 38,323,311

当連結会計年度
顧客との契約から生じた債権（期首残高） 8,919,567
顧客との契約から生じた債権（期末残高） 10,101,521
契約負債（期首残高） 97,890
契約負債（期末残高） 62,464

８.収益認識に関する注記
⑴　顧客との契約から生じる収益を分解した情報
　主要な財又はサービス別に分解した収益の情報は以下のとおりであります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

⑵　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　集積回路製品および機能部品製品においては、電子部品メーカーおよび電子機器メーカー等を主な得意先
としており、ＩＣ・光学センサー・ＬＥＤ・プリントヘッド等の製造・販売を行っております。
　顧客との契約における履行義務の充足の時期等については、「１．連結計算書類作成のための基本となる
重要な事項に関する注記等　⑷会計方針に関する事項　⑤重要な収益および費用の計上基準」に記載のとお
りであります。
　製品の販売に関する取引の対価は、履行義務充足後概ね6カ月以内に受領しております。

⑶　当連結会計年度および翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
①契約負債の残高等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　連結計算書類上、契約負債は流動負債の「その他」に計上しております。契約負債は、主に製品の引渡前
に顧客から受け取った対価であり、プリントヘッド等の製品の販売における顧客からの前受金であります。
契約負債は、収益の認識に伴い取り崩されます。
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連結注記表

⑴　１株当たり純資産額 3,861円54銭
⑵　１株当たり当期純利益 ６円26銭

②残存履行義務に配分した取引価格
　当社および連結子会社においては、当初に予想される契約期間が1年を超える重要な取引がないため、実
務上の便法を適用し、残存履行義務に関する情報の記載を省略しております。また、顧客との契約から生じ
る対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。

９．１株当たり情報に関する注記

10．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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貸借対照表

（2026年３月31日現在）
（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
電 子 記 録 債 権
売 掛 金
有 価 証 券
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
短 期 貸 付 金
未 収 入 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金
固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ ェ ア
ソ フ ト ウ ェ ア 仮 勘 定
そ の 他
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
長 期 貸 付 金
長 期 前 払 費 用
前 払 年 金 費 用
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

31,875,131
15,003,231
2,511,915
8,266,838
1,000,000

92,747
881,710

2,578,143
69,692

312,000
1,008,831
157,676
△7,656

24,847,132
19,190,449
5,419,228
100,238
866,365

3,441
222,471

3,788,179
88,373

8,702,150
282,033
79,203

201,198
1,630

5,374,649
2,096,338
1,038,118
1,520,000
113,172
678,315
110,561

△181,857　

流 動 負 債 8,006,010
電 子 記 録 債 務 632,963
買 掛 金 2,120,288
短 期 借 入 金 200,000
１年内返済予定の長期借入金 1,992,666
リ ー ス 債 務 36,516
未 払 金 1,905,850
未 払 法 人 税 等 76,488
前 受 金 63,071
預 り 金 160,385
賞 与 引 当 金 493,062
設 備関係電子記録債務 284,348
そ の 他 40,368
固 定 負 債 10,171,045
長 期 借 入 金 7,478,833
リ ー ス 債 務 69,828
長 期 未 払 金 6,210
圧 縮 未 決 算 特 別 勘 定 2,166,666
繰 延 税 金 負 債 449,506
負 債 合 計 18,177,055

純 資 産 の 部
株 主 資 本 38,113,555
資 本 金 4,545,500
資 本 剰 余 金 5,790,950
資 本 準 備 金 5,790,950
利 益 剰 余 金 29,738,534
利 益 準 備 金 116,524
そ の 他 利 益 剰 余 金 29,622,010
固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 122,384
別 途 積 立 金 14,500,000
繰 越 利 益 剰 余 金 14,999,626

自 己 株 式 △1,961,429
評 価 ・ 換 算 差 額 等 431,652
その他有価証券評価差額金 431,652
純 資 産 合 計 38,545,208

資 産 合 計 56,722,263 負 債 ・ 純 資 産 合 計 56,722,263

貸　借　対　照　表

（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書

（2025年 4 月 1 日から
2026年 3 月31日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 38,186,699
売 上 原 価 33,244,350
売 上 総 利 益 4,942,349

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 5,011,748
営 業 損 失 △69,399
営 業 外 収 益

受 取 利 息 50,605
受 取 配 当 金 82,294
為 替 差 益 101,341
受 取 賃 貸 料 37,486
貸 倒 引 当 金 戻 入 額 120,446
受 取 補 償 金 23,426
受 取 技 術 料 238,806
そ の 他 63,345 717,753

営 業 外 費 用
支 払 利 息 78,340
支 払 補 償 費 8,699
貸 与 資 産 減 価 償 却 費 33,140
そ の 他 80,848 201,029

経 常 利 益 447,324
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 386
投 資 有 価 証 券 売 却 益 6,520 6,906

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 2,709
固 定 資 産 除 却 損 149,710
投 資 有 価 証 券 評 価 損 357
減 損 損 失 252,118 404,895

税 引 前 当 期 純 利 益 49,334
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 8,610
法 人 税 等 調 整 額 214,294 222,904
当 期 純 損 失 △173,569

損　益　計　算　書

（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

（2025年 4 月 1 日から
2026年 3 月31日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金
資本剰余金 利 益 剰 余 金

資本準備金 利益準備金
そ の 他 利 益 剰 余 金

固 定 資 産
圧縮積立金

別 途
積 立 金

繰 越 利 益
剰 余 金

その他利益剰余金
合 計

当 期 首 残 高 4,545,500 5,790,950 116,524 126,232 14,500,000 15,774,090 30,400,323
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △604,743 △604,743
固定資産圧縮積立金の取崩 △3,848 3,848 －
当 期 純 損 失 △173,569 △173,569
自 己 株 式 の 取 得
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 － － － △3,848 － △774,464 △778,312
当 期 末 残 高 4,545,500 5,790,950 116,524 122,384 14,500,000 14,999,626 29,622,010

株 主 資 本 評価・換算差額等
純 資 産 合 計利 益 剰 余 金

自 己 株 式 株 主 資 本
合 計

その他有価証券
評 価 差 額 金利 益 剰 余 金

合 計
当 期 首 残 高 30,516,847 △1,961,370 38,891,927 305,972 39,197,899
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △604,743 △604,743 △604,743
固定資産圧縮積立金の取崩 － － －
当 期 純 損 失 △173,569 △173,569 △173,569
自 己 株 式 の 取 得 △59 △59 △59
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 ) 125,680 125,680

当 期 変 動 額 合 計 △778,312 △59 △778,371 125,680 △652,691
当 期 末 残 高 29,738,534 △1,961,429 38,113,555 431,652 38,545,208
（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

株主資本等変動計算書
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個別注記表

建物  5 ～38年
構築物 10年
機械及び装置  4 ～12年
車両運搬具 6 年
工具、器具及び備品  2 ～ 4 年

自社利用のソフトウェア 社内における利用可能期間（５年）

個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

⑴　資産の評価基準および評価方法
①　有価証券の評価基準および評価方法

イ　満期保有目的の債券　　償却原価法（定額法）を採用しております。
ロ　子会社株式および関連会社株式　　移動平均法による原価法を採用しております。
ハ　その他有価証券

・市場価格のない株式等以外のもの
　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）を採用
しております。

・市場価格のない株式等
　移動平均法による原価法を採用しております。

②　棚卸資産の評価基準および評価方法
主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法により算定）を採用しております。
⑵　固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産 定率法を採用しております。
（リース資産を除く） なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

②　無形固定資産 定額法を採用しております。
（リース資産を除く） なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

③　リース資産
　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用して
おります。

⑶　引当金の計上基準
①　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定
の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金
従業員の賞与の支給に充てるため、将来の支給見込額の当事業年度負担額を計上しております。
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個別注記表

③　退職給付引当金（前払年金費用）
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務および年金資産の見込額に基づ

き計上しております。
イ　退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法につい
ては、期間定額基準によっております。

ロ　数理計算上の差異および過去勤務費用の費用処理方法
数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数（15年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しておりま
す。

過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（15
年）による定額法により費用処理しております。

⑷　収益および費用の計上基準
主要な事業における主な履行義務の内容は、顧客との間に締結した販売契約に基づき、財又はサービ

スを顧客に提供することであります。
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用しており、約束し

た財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる
金額で収益を認識しております。
　なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は
製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通
常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。また、代理人として行われる取引につい
ては、純額で収益を認識しております。さらに、有償支給取引により得意先から支給される原材料につ
いては、加工費相当額のみを純額で収益として表示しております。

⑸　外貨建の資産および負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、事業年度末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理

しております。
⑹　その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

　　退職給付に係る会計処理
　退職給付に係る未認識数理計算上の差異および未認識過去勤務費用の会計処理の方法は、連結計算書
類におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。
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個別注記表

短期貸付金 312,000千円
短期貸付金に係る貸倒引当金 7,656千円
長期貸付金 1,520,000千円
長期貸付金に係る貸倒引当金 181,857千円
貸倒引当金戻入額 120,446千円

有形固定資産 19,190,449千円
無形固定資産 282,033千円
減損損失 252,118千円

２．会計上の見積りに関する注記
⑴　繰延税金資産の回収可能性
　①　当事業年度の計算書類に計上した金額

繰延税金負債　　449,506千円
　②　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報は「連結注記表　２．会計上の見積り
に関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

⑵　関係会社貸付金の回収可能性
①　当事業年度の計算書類に計上した金額

②　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
イ　当事業年度の計算書類に計上した金額の算出方法およびその主要な仮定

　ハヤマ工業㈱は当事業年度末で債務超過となっており、関係会社貸付金の回収可能性に疑義が
生じているため、両社の債務超過相当額を貸付金の回収不能見込額として貸倒引当金に計上して
おります。
　なお、ハヤマ工業㈱および青梅エレクトロニクス㈱に係る関係会社株式は過年度に全額減損処
理しております。

ロ　翌事業年度の計算書類に与える影響
　関係会社貸付金の回収可能性は関係会社の利益計画に依存するため、その見積りの前提とした
過程や判断に変更が生じた場合、翌事業年度の関係会社貸付金に対する貸倒引当金の金額に重要
な影響を与える可能性があります。

⑶　固定資産の減損
①　当事業年度の計算書類に計上した金額

②　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報は「連結注記表　２．会計上の見

積りに関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。
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個別注記表

⑴　有形固定資産の減価償却累計額および減損損失累計額 43,608,399千円

①　短期金銭債権 1,269,131千円
②　長期金銭債権 1,520,000千円
③　短期金銭債務 1,321,769千円

土地 900,000千円
建設仮勘定 6,500,000千円
　計 7,400,000千円

一年内返済予定の長期借入金 1,866,666千円
長期借入金 7,298,333千円
　計 9,165,000千円

⑴　営業取引高
・売上高 537,327千円
・仕入高 12,750,955千円
・外注加工費 286,987千円

⑵　営業取引以外の取引高 104,754千円

株 式 の 種 類 当 事 業 年 度
期 首 の 株 式 数

当 事 業 年 度
増 加 株 式 数

当 事 業 年 度
減 少 株 式 数

当 事 業 年 度
末 の 株 式 数

普 通 株 式 801,033株 30株 －株 801,063株

３．貸借対照表に関する注記

⑵　関係会社に対する金銭債権および債務は次のとおりであります。

⑶　財務制限条項
　当社は、2025年３月26日付で取引銀行によるシンジケートローン契約（契約総額15,000,000千円）を
締結しております。この契約には、以下の財務制限条項が付されております。
・各年度の決算期の末日における連結貸借対照表における純資産の部の金額を、当該決算期の直前の決算

期の末日、または2024年３月に終了する決算期の末日のいずれか大きい方の75％の金額以上に維持す
ること。

・各年度の決算期に係る連結損益計算書上の経常損益および減価償却費の合計金額に関して、２期連続し
てマイナスの金額としないこと。

⑷　担保に供している資産および担保に係る債務
①担保資産の内容およびその金額

②担保に係る債務の金額

４．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

５．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の種類および株式数に関する事項

－ 41 －



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

2026/05/25 15:47:23 / 25302162_アオイ電子株式会社_招集通知_電子提供措置用

個別注記表

繰延税金資産
賞与引当金 154,624千円
未払法定福利費 24,331千円
役員賞与未払金 1,812千円
未払事業税 21,286千円
貸倒引当金 59,431千円
棚卸資産評価損 42,607千円
消耗備品費否認額 33,150千円
長期未払金 1,947千円
減価償却超過額 1,032,005千円
投資有価証券評価損 11,794千円
関係会社株式評価損 449,440千円
税務上の繰越欠損金 485,300千円
その他 48,297千円

繰延税金資産　小計 2,366,029千円
評価性引当額 △2,366,029千円

繰延税金資産　合計 －千円
繰延税金負債

固定資産圧縮積立金 △56,757千円
前払年金費用 △212,719千円
その他有価証券評価差額金 △180,029千円

繰延税金負債　合計 △449,506千円
繰延税金負債　純額 △449,506千円

６．税効果会計に関する注記
繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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個別注記表

種 類 会 社 等 の
名 称

議決権等の所
有（被所有）
割 合 （ ％ ）

関連当事者
と の 関 係 取 引 内 容 取 引 金 額

( 千 円 ) 科 目 期 末 残 高
( 千 円 )

子 会 社 ハヤマ工業㈱ 所有
直接　100.0

当社製品の製造
役員の兼務 1名

製品の外注 286,987 未 払 金 27,717
貸 付 金 の 回 収 36,000 短期貸付金 12,000
利息の受取 316 長期貸付金 285,000

子 会 社 ハイコンポー
ネンツ青森㈱

所有
直接　100.0

当社製品の製造
役員の兼務 1名

製品の仕入 7,523,308 買 掛 金 795,667
貸 付 金 の 回 収 120,000 短期貸付金 120,000
利息の受取 364 長期貸付金 180,000

子 会 社 青梅エレクト
ロ ニ ク ス ㈱

所有
直接　100.0

当社製品の製造
役員の兼務 1名

製品の仕入 5,054,974 買 掛 金 424,878
貸 付 金 の 回 収 180,000 短期貸付金 180,000
利息の受取 3,017 長期貸付金 1,055,000
製品の加工 1,564,099 売 掛 金 698,304

７．リースにより使用する固定資産に関する注記
⑴　リース資産の内容

有形固定資産
　主として、コンピュータサーバー、コンピュータ端末およびコンピュータ周辺機器であります。

⑵　リース資産の減価償却方法
　個別注記表「１．重要な会計方針に係る事項に関する注記　⑵固定資産の減価償却の方法　③リース資
産」に記載のとおりであります。

８．関連当事者との取引に関する注記
　　　関連会社等

（注）１. 取引条件および取引条件の決定方針等
⑴　製品等の仕入・外注については、得意先への販売価格、子会社で発生した原価および当社が負担

している営業費用等を総合的に勘案の上、価格を決定しております。
⑵　資金の貸付は、市場金利等を勘案して利率を決定しております。なお、返済条件はハヤマ工業㈱

については2050年12月までの元金均等返済、ハイコンポーネンツ青森㈱については2028年９月ま
での元金均等返済、青梅エレクトロニクス㈱については2033年２月までの元金均等返済となって
おります。

⑶　製品の加工については、青梅エレクトロニクス㈱からの外注依頼によるもので、当社で発生した
原価等を総合的に勘案の上、価格を決定しております。

２. ハヤマ工業㈱への貸倒懸念債権に対し189,514千円の貸倒引当金を計上しております。
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個別注記表

⑴　１株当たり純資産額 3,441円86銭
⑵　１株当たり当期純損失 △15円50銭

９．収益認識に関する注記
（顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報）

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表　８．収益認識に関する
注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

10．１株当たり情報に関する注記

11．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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連結計算書類に係る会計監査報告

指定社員
業務執行社員 公認会計士 山 田　美 樹
指定社員
業務執行社員 公認会計士 梅 本　顕 宏

独立監査人の監査報告書
2026年５月19日

ア オ イ 電 子 株 式 会 社
取　締　役　会　御中

監査法人 ラットランド
京都府京都市

　
監査意見

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、アオイ電子株式会社の2025年4月1日から
2026年3月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、
連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠して、アオイ電子株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財
産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監

査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されてい
る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査
に適用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としての
その他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠
を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を
作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備
及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監
査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程におい
て、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違が
あるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆
候があるかどうか注意を払うことにある。

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結計算書類に係る会計監査報告

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に
は、その事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書
類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算
書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成すること
が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づい
て継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬によ

る重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連
結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があ
り、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場
合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、
職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対

応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見
表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監
査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連す
る内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見
積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手し
た監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な
不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場
合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関
する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明する
ことが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、
将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
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連結計算書類に係る会計監査報告

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、
並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適
切な監査証拠を入手するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の
監査に関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負
う。
　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し
た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の
事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵
守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去
するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガー
ドを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載す
べき利害関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

指定社員
業務執行社員 公認会計士 山 田　美 樹
指定社員
業務執行社員 公認会計士 梅 本　顕 宏

独立監査人の監査報告書
2026年５月19日

ア オ イ 電 子 株 式 会 社
取　締　役　会　御中

監査法人 ラットランド
京都府京都市

　監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、アオイ電子株式会社の2025年4月1日

から2026年3月31日までの第58期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資
本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を
行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示し
ているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監

査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されてい
る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査
に適用される規定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上
の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判
断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を
作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備
及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査
法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程におい
て、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があ
るかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候
があるかどうか注意を払うことにある。

計算書類に係る会計監査報告
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計算書類に係る会計監査報告

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に
は、その事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継
続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による

重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算
書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、
個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、
重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、
職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対
応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表
明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査
人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内
部統制を検討する。
・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見
積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した
監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確
実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、
監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書
類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められて
いる。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況に
より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに
計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
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計算書類に係る会計監査報告

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した
内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項
について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し
たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するた
めの対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用
している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
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監査等委員会の監査報告

監　査　報　告　書

常 勤 監 査 等 委 員
（ 社 外 取 締 役 ） 古 田 昭 博 ㊞
監 査 等 委 員
（ 社 外 取 締 役 ） 北 山 　 昇 ㊞
監 査 等 委 員
（ 社 外 取 締 役 ） 橋 本 潤 子 ㊞
監 査 等 委 員
（ 社 外 取 締 役 ） 大 平 文 和 ㊞

　当監査等委員会は、2025年４月１日から2026年３月31日までの第58期事業年度における取締役の職務の執
行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。
１．監査の方法及びその内容

　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容
並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構
築及び運用の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で
監査を実施しました。
①　監査等委員会が定めた監査等委員会監査等基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内

部監査部門その他内部統制所管部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務
の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要
な事業所において業務及び財産の状況を調査しました。また、子会社については、子会社の取締役及び監
査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、
会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監
査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げ
る事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、
必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、連結計算書類（連結貸借対照表、
連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）並びに計算書類（貸借対照表、損益計算書、株
主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いたしました。

２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果
①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま

す。
②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められませ

ん。
③　内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システ

ムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
⑵　連結計算書類の監査結果

　会計監査人 監査法人ラットランドの監査の方法及び結果は相当であると認めます。
⑶　計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人 監査法人ラットランドの監査の方法及び結果は相当であると認めます。
2026年５月21日

アオイ電子株式会社　監査等委員会

　

監査等委員会の監査報告
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剰余金処分の件

株主総会参考書類

第１号議案　剰余金処分の件
　剰余金処分につきましては、当事業年度の業績、今後の経営見通し等を勘案し、以下のとおりとい
たしたいと存じます。
期末配当に関する事項
　当社は、従来から企業体質の充実強化と将来の事業展開を見据えた内部留保を確保しつつ、株
主のみなさまに対する安定的な利益還元を重要課題のひとつと考えており、利益の状況、配当性
向などを総合的に判断したうえで安定的な配当の継続に取り組んでまいりました。
　当期の期末配当につきましては、上記の方針に基づき、次のとおりとさせていただきたいと存
じます。
①　配当財産の割当てに関する事項およびその総額
　当社普通株式１株につき金29円、総額324,769,173円

②　剰余金の配当が効力を生じる日
　2026年６月26日

　なお、すでに１株当たり25円の中間配当金をお支払いしておりますので、年間配当金は１株
当たり54円となります。
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取締役（監査等委員である取締役を除く）選任の件

候補者番号 ふ り が な
氏　　名 当社における現在の地位および担当 候補者の属性

1 き の

木
 

 
 

 
し た

下
 

 
 

 
か ず

和
 

 
 

 
ひ ろ

洋 代表取締役社長 再 任
　

2 あ お

青
 

 
 

 
き

木
 

 
 

 
りょう

良
 

 
 

 
じ

二 取締役管理本部長 再 任
　

3 あ い

相
 

 
 

 
ざ わ

沢
 

 
 

 
よ し

吉
 

 
 

 
あ き

昭 取締役先端パッケージ推進本部長 再 任
　

4 た

多
 

 
 

 
だ

田
 

 
 

 
み つ

光
 

 
 

 
の り

德 取締役第２生産本部管掌
兼 先端パッケージ推進副本部長 再 任

　

５ な か

中
 

 
 

 
お

尾
 

 
 

 
ま さ

正
 

 
 

 
み

己 取締役設備開発本部長 再 任
　

再 任  再任取締役候補者

第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件
　取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じ。）全員（５名）は、本総
会終結の時をもって任期満了となります。
　つきましては、取締役５名の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案に関しましては、当社の監査等委員会は、すべての取締役候補者について適任であ
ると判断しております。
　取締役候補者は、次のとおりであります。
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取締役（監査等委員である取締役を除く）選任の件

候補者
番 号

ふ　　   り　　   が　　   な
氏　　　 　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 お よ び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当 社 株 式 の

数

１
再 任

きの

木
 

　
した

下
 

　
かず

和
 

　
ひろ

洋
（1957年２月８日生）

　

    1980年    3 月 当社入社
    2000年    11月 当社総務部長
    2003年    6 月 当社取締役管理副本部長
    2007年    6 月 当社取締役管理本部長
    2013年    7 月 当社常務取締役管理本部長
    2016年    4 月 公益財団法人 大西・アオイ記念財団

理事長(現任)
    2016年    7 月 当社代表取締役常務取締役
    2019年    5 月 青梅エレクトロニクス㈱取締役

(非常勤)(現任)
    2022年    6 月 当社代表取締役社長(現任)
    2023年    5 月 ハイコンポーネンツ青森㈱取締役

(非常勤)(現任)

27,000株

（重要な兼職の状況）
ハイコンポーネンツ青森㈱ 取締役(非常勤)
青梅エレクトロニクス㈱取締役(非常勤)
公益財団法人 大西・アオイ記念財団理事長

（取締役候補者とした理由）
木下和洋氏は、2003年６月に取締役、2013年７月に常務取締役、2016年７月に代表取締役常務取締役に
就任した後、2022年６月より代表取締役社長を務めております。経営全般にわたる高い視座と見識をもと
に、今後もその職務を適切に遂行することができるものと判断し、取締役候補者といたしました。
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取締役（監査等委員である取締役を除く）選任の件

候補者
番 号

ふ　　   り　　   が　　   な
氏　　　 　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 お よ び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当 社 株 式 の

数

２
再 任

あお

青
 

　
き

木
 

　
りょう

良
 

　
じ

二
（1961年３月４日生）

　

    1983年    4 月 当社入社
    2009年    10月 ㈱ヴィーネックス取締役(非常勤)(現任)
    2010年    7 月 当社総務部長
    2012年    7 月 当社執行役員総務部長
    2016年    4 月 青梅エレクトロニクス㈱取締役

(非常勤)
    2018年    12月 当社執行役員管理副本部長
    2019年    5 月 青梅エレクトロニクス㈱取締役

(非常勤)退任
    2019年    7 月 当社執行役員管理本部長
    2022年    6 月 当社取締役管理本部長（現任）

5,200株

（重要な兼職の状況）
㈱ヴィーネックス取締役(非常勤)

（取締役候補者とした理由）
青木良二氏は、2022年６月より取締役を務めております。主に管理部門に携わり、特に管理会計・ＩＴ分
野に精通し、豊富な実績と経験をもとに取締役としての職責を果たしていることから、今後もその職務を
適切に遂行することができるものと判断し、取締役候補者といたしました。

３
再 任

あい

相
 

　
ざわ

沢
 

　
よし

吉
 

　
あき

昭
（1960年１月28日生）

　

    1985年    4 月 ㈱東芝入社
    2020年    3 月 当社入社
    2020年    4 月 当社製品企画開発部 理事
    2020年    7 月 当社執行役員第１技術副本部長
    2022年    7 月 当社執行役員第１技術本部長
    2024年    6 月 当社取締役第１技術本部長
    2024年    12月 当社取締役先端パッケージ推進本部長

（現任）

400株

（取締役候補者とした理由）
相沢吉昭氏は、2024年６月より取締役を務めております。主に製品開発部門に携わり、特に半導体パッケ
ージ開発・マーケティング分野に精通し、豊富な実績と経験をもとに取締役としての職責を果たしている
ことから、今後もその職務を適切に遂行することができるものと判断し、取締役候補者といたしました。
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取締役（監査等委員である取締役を除く）選任の件

候補者
番 号

ふ　　   り　　   が　　   な
氏　　　 　　　名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 お よ び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当 社 株 式 の

数

４
再 任

た

多
 

　
だ

田
 

　
みつ

光
 

　
のり

德
（1969年11月４日生）

　

    1992年    4 月 当社入社
    2020年    12月 当社観音寺生産本部半導体製造部長
    2023年    4 月 当社執行役員第１生産本部第３製造部長
    2023年    7 月 当社執行役員第２生産副本部長
    2023年    12月 当社執行役員第２生産本部長
    2024年    12月 当社執行役員先端パッケージ推進

副本部長
    2025年    6 月 当社取締役第２生産本部　管掌

兼　先端パッケージ推進副本部長(現任)

200株

（取締役候補者とした理由）
多田光德氏は、2025年６月より取締役を務めております。主に製造部門に携わり、特に製造プロセスの構
築・生産ラインの立上げに精通し、豊富な実績と経験をもとに取締役としての職責を果たしていることか
ら、今後もその職務を適切に遂行することができるものと判断し、取締役候補者といたしました。

５
再 任

なか

中
 

　
お

尾
 

　
まさ

正
 

　
み

己
（1970年10月１日生）

　

    1994年    4 月 当社入社
    2022年    1 月 当社第２技術本部設備開発部長
    2023年    5 月 ハヤマ工業㈱取締役(非常勤)(現任)
    2023年    7 月 当社執行役員第２技術本部長
    2024年    12月 当社執行役員設備開発本部長
    2025年    6 月 当社取締役設備開発本部長(現任)

2,400株

（重要な兼職の状況）
ハヤマ工業㈱ 取締役(非常勤)

（取締役候補者とした理由）
中尾正己氏は、2025年６月より取締役を務めております。主に設備開発部門に携わり、特に製造装置の開
発・導入に精通し、豊富な実績と経験をもとに取締役としての職責を果たしていることから、今後もその
職務を適切に遂行することができるものと判断し、取締役候補者といたしました。

（注）１. 各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２. 当社は、当社および当社子会社のすべての取締役および監査役を被保険者として、会社法第430条の

3第1項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、被保険者である役員等
がその職務の執行に関し責任を負うこと、または、当該責任の追及に係る請求を受けることによって
生ずることのある損害（ただし、保険契約上で定められた免責事由に該当するものを除く）について
填補することとしています。各候補者が取締役に選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者
となる予定であります。なお、当該保険契約期間は１年間で、契約期間満了前に取締役会において決
議のうえ同内容にて契約を更新する予定であります。その場合、当該保険料は当社が全額負担する予
定であります。
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スキル・マトリックス

氏 名 企 業 経 営
経 営 戦 略

営 業
マーケティ
ン グ

製 造
品 質 管 理

技 術
研 究 開 発

人 事
人 材 開 発

法 務
リ ス ク 管 理

財 務
会 計 ガ バ ナ ン ス

 木 下 和 洋 ● ● ● ●

 青 木 良 二 ● ● ● ●

 相 沢 吉 昭 ● ● ● ●

 多 田 光 德 ● ● ● ●

 中 尾 正 己 ● ● ●

 古 田 昭 博 ● ● ●

 北 山 　 昇 ● ●

 橋 本 潤 子 ● ● ●

 大 平 文 和 ● ● ●

【ご参考】当社取締役の主な専門性

　当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を実現するため、知識と能力および経験を有し
た人物を幅広くバランスよく取締役として選任することとしております。
　上記を踏まえ、取締役会の意思決定機能・監督機能の強化に資する人選を行い、取締役会を構成し
ております。
　なお、以下の取締役会の構成は本総会における取締役選任議案が原案どおり承認可決された場合を
前提に作成しております。

（注）上記一覧表は各取締役の経験などを踏まえ、より専門的な知見を有する分野を表しており、
すべての専門性を表すものではありません。

以　上
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地図

株主総会会場ご案内略図

会　　　場　香川県高松市香西南町455番地の１
アオイ電子株式会社　本社ホール
ＴＥＬ（０８７）８８２－１１３１

最　寄　駅　ＪＲ　高松駅より　タクシー約15分
ＪＲ　予讃線香西駅より　徒歩約10分
バス　ことでん（下笠居線・香西線）本津より　徒歩約５分

至 

坂
出

至 坂出
香
川
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

勝
賀
中
学

ＧＳ

会　場
（本　社）

ＪＲ香西駅

香
西
南
町
歩
道
橋

バ
ス
停
本
津

本
津
川

香
東
川

高松丸亀線（県道33号） 至 高松市内

至 

高
松
駅

至 高松市内（高松駅）さぬき浜街道

至 坂出駅
至 高松西Ｉ．Ｃ
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